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第26回国民文化祭・京都201第26回国民文化祭・京都20111
井手町「川柳の祭典井手町「川柳の祭典」」

～人・自然・ロマン　むすぶ川柳　つながる心～　

　11月6日（日）、第26回井手町「川柳の祭典」（会
長＝汐見明男井手町長）が泉ヶ丘中学校で開催さ
れ、全国からの参加者約900人を含め、およそ
2000人が来場し賑わいました。
　（詳細は2面に掲載）



2011-12 広報いで ２

いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング

第
　
回
国
民
文
化
祭

２６
　
　
井
手
町
「
川
柳
の
祭
典
」

　
　
月
６
日
（
日
）、
第
　
国
民
文

１１

２６

化
祭
井
手
町
「
川
柳
の
祭
典
」（
実

行
委
員
会
会
長
＝
汐
見
明
男
井
手

町
長
）
が
泉
ヶ
丘
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
汐
見
会
長
は
、「
本

日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に

は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
や
磨
き

上
げ
ら
れ
た
力
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
と

交
流
や
親
睦
を
深
め
ら
れ
、
文
化

創
造
の
輪
を
一
層
広
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

京
都
川
柳
作
家
協
会
谷
垣
会
長
、

府
知
事
代
理
の
勝
見
山
城
広
域
振

興
局
長
ら
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。
　
開
会
式
に
続
い
て
小
学
生
・
中

学
生
の
部
事
前
投
句
の
披
講
、
選

評
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
披

講
と
は
優
秀
な
川
柳
が
読
み
あ
げ

ら
れ
、
作
者
が
自
分
の
名
前
を
大

き
な
声
で
答
え
る
も
の
で
す
。
京

都
府
知
事
賞
で
は
、
国
民
文
化
祭

あいさつをする
汐見会長

あいさつをする
谷垣会長

の
た
め
府
内
を
巡
り
多
忙
の
山
田

知
事
が
会
場
に
駆
け
つ
け
ら
れ
、

知
事
本
人
か
ら
賞
状
な
ど
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
井
手

町
民
俗
芸
能
保
存
会
（
前
田
一
明

代
表
）、
玉
川
保
育
園
、
多
賀
保
育

園
に
よ
る
「
玉
川
音
頭
」、
国
民
文

化
祭
コ
ー
ラ
ス
隊
に
よ
る
合
唱
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

　
会
場
で
は
う
ど
ん
や
豚
汁
、
焼

き
そ
ば
、
ね
ぎ
焼
き
な
ど
の
模
擬

店
、
東
北
復
興
支
援
の
物
産
展
が

出
店
し
た
ほ
か
、
無
料
の
お
抹
茶

の
ふ
る
ま
い
や
野
菜
の
販
売
が
行

わ
れ
、
玉
水
駅
で
は
「
Ｊ
Ｒ
で
行

こ
う
『
宇
治
茶
の
郷
』
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
よ
る
煎
茶
の
無
料
接
待

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
高
校
生
・
一
般
の

部
の
披
講
、
選
評
、
表
彰
が
行
わ

れ
、
来
場
者
は
読
み
あ
げ
ら
れ
る

川
柳
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
井
手
町
の
入
賞
者
は
以
下

の
通
り
で
す
。

玉川音頭を踊る井手町
民俗芸能保存会の皆さん

来場者で賑わう
模擬店・物産展コーナー

真剣な表情で披講を
聴く来場者

●
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
小
学
生
・
中
学
生
の
部

〈
井
手
町
長
賞
〉

春
の
日
の
 井
手
の
そ
よ
風
 や
わ
ら

か
い
   東
村
 涼
矢
（
井
手
小
学
校
５
年
）宇治茶レディによる

煎茶の無料接待

恒
久
平
和
を
願
う

井
手
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
月
　
日
（
金
）、
自
然
休
養
村

１０

２１

管
理
セ
ン
タ
ー
で
井
手
町
戦
没
者

追
悼
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、
戦
没

者
２
６
１
柱
の
ご
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
遺
族
や
町
内
外
か
ら
の
来
賓

の
方
々
約
１
２
０
人
が
参
列
さ

れ
、
全
員
に
よ
る
黙
と
う
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
汐
見
町
長
は
「
戦
後
　
年
が
過

６６

ぎ
去
り
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社

会
を
築
く
こ
と
が
、
戦
没
者
の

方
々
に
報
い
る
唯
一
の
道
で
あ

り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
尊
い
犠

牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
次
の
世
代

に
語
り
継
ぎ
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
確
立
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
、

続
い
て
府
知
事
代
理
の
勝
見
山
城

広
域
振
興
局
長
や
木
村
町
議
会
議

長
、
宮
本
井
手
地
区
遺
族
会
長
か

ら
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
参

列
者
一
人
ひ
と
り
が
菊
の
花
を
献

花
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て
北
澤

多
賀
地
区
遺
族
会
長
か
ら
、
汐
見

町
長
に
式
典
開
催
の
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。　

献花の様子

汐見町長から賞状を
受け取る東村君
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・
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
　
好
男

・
単
鉢
の
部
　
　
　
谷
田
　
友
利

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
木
田
　
健
一

・
単
鉢
の
部
　
　
　
木
田
　
文
雄

【
井
手
町
菊
花
会
長
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
　
信
子

・
単
鉢
の
部
　
　
　
中
坊
　
　
溥

【
井
手
町
菊
花
会
長
優
秀
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
飯
田
　
文
子

・
単
鉢
の
部
　
　
　
丸
山
　
絹
子

▼
第
１
回
井
手
町
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル

【
１
～
３
年
生
の
部
】

町
長
賞
「
 せ
み
は
ど
う
や
っ
て
よ

う
ち
ゅ
う
か
ら
せ
み
に
な
る
の
」 

関
谷
　
紘
大
（
多
賀
小
学
校
１
年
）

教
育
長
賞
 「
マ
ナ
テ
ィ
」　

大
木
 健
祐
（
多
賀
小
学
校
２
年
）

審
査
委
員
長
賞

「
 か
せ
き
っ
て
な
あ
に
」

乾
　
 壱
成
    （
井
手
小
学
校
１
年
）

奨
励
賞

「
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
ふ
し
ぎ
」 

泉
尾
 侑
花
 　（
多
賀
小
学
校
３
年
）

祝辞を述べる
汐見町長

　
第
　
回
井
手
町
文
化
祭
は
、　

３２

１１

月
　
日
（
土
）、　
日
（
日
）
の

１２

１３

２
日
間
開
催
さ
れ
、
作
品
展
・
商

工
祭
・
農
業
祭
・
舞
台
発
表
・
青

少
年
の
主
張
大
会
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
保
育
園
児
や

小
学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ
め
、

『
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
少
年
少
女
合

唱
団
』
に
よ
る
合
唱
や
『
い
づ
み

太
鼓
左
馬
』に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

い
づ
み
ま
な
び
教
室
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
大
正
琴
演
奏
や
太
極
拳
の

演
技
、
町
空
手
道
教
室
の
空
手
道

演
武
、
一
般
参
加
者
か
ら
の
カ
ラ

オ
ケ
や
コ
ー
ラ
ス
、
バ
ン
ド
演

奏
、
イ
デ
レ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

会
場
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
所
せ
ま
し
と
展
示
さ
れ

訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心
に
眺
め
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
様
々
な
創
作
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
第
　
回
２８

健
康
の
つ
ど
い
で
は
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
し
て
骨
量
測
定
・
血
管
年

齢
測
定
・
顕
微
鏡
を
使
い
毛
細
血

管
の
状
態
を
検
査
す
る
血
液
さ
ら

さ
ら
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
、
ま

た
、
井
手
町
食
生
活
推
進
協
議
会

に
よ
る
食
生
活
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
広

場
で
は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
の
模
擬
店
の
ほ

か
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
操
作
し

て
文
字
を
書
く
『
Ｄ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
祭
』が
催
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
へ
の
願
い
を
こ
め

「
東
北
」
の
文
字
を
書
き
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
開
会
式
典
で
は
、
町

の
公
益
の
た
め
に
金
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
善
行
表
彰
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
農
産
物
等
品
評

会
や
菊
花
展
示
会
入
賞
者
、
井
手

町
橘
諸
兄
文
学
賞
入
賞
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
青
少
年
の
主
張
大

会
に
先
立
ち
第
１
回
井
手
町
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
の
課
題
解

決
能
力
・
探
求
力
を
育
も
う
と
今

回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

あいさつをする
小川委員長

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
善
行
表
彰

○
ア
レ
イ
プ
ロ
ト
テ
ッ
ク
㈱
（
加
藤

修
代
表
取
締
役
）

○
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
（
安
道

光
二
代
表
取
締
役
社
長
）

▼
平
成
　
年
度
農
産
物
等
品
評
会

２３

入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

・
み
か
ん
　
　
　
　
　
平
間
　
康
久

【
井
手
町
長
賞
】

・
白
葱
　
　
　
　
　
　
小
川
　
俊
雄

【
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
】

・
白
菜
　
　
　
　
　
　
村
田
　
一
男

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

・
堀
川
ご
ぼ
う
　
　
　
横
田
　
保
夫

【
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
賞
】

・
柿
　
　
　
　
　
　
　
阪
脇
　
　
治

【
日
本
農
業
新
聞
大
阪
支
所
長
賞
】

・
大
根
　
　
　
　
　
　
平
間
　
敬
一

▼
第
　
回
菊
花
展
示
会
入
賞
者

２２

【
京
都
府
知
事
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
　
古
川
　
　
正

【
井
手
町
長
賞
】

【
４
～
６
年
生
の
部
】

町
長
賞
「
犬
に
つ
い
て
」

脇
本
 真
衣
（
多
賀
小
学
校
６
年
）

教
育
長
賞

「
化
石
は
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
？
」

乾
　
ひ
か
り（
井
手
小
学
校
４
年
）

審
査
委
員
長
賞

「
 海
の
知
っ
ト
ク
！
」 

泉
尾
 光
咲
（
多
賀
小
学
校
６
年
）

奨
励
賞「
警
察
官
に
な
る
た
め
に
」

寺
井
　
涼
  （
井
手
小
学
校
４
年
）

【
中
学
生
の
部
】 

 

町
長
賞
「
 世
界
の
食
文
化
」

山
本
 明
日
風
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

教
育
長
賞
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

福
島
 雅
之
 （
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

審
査
委
員
長
賞
「
 暑
い
国
と
寒
い

国
 ～
イ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
～
」

篠
田
 若
奈
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

奨
励
賞

「
さ
ま
ざ
ま
な
『
こ
と
わ
ざ
』」

植
田
 美
優
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）子どもたちとゲームを

するイデレンジャー

第
　
回
井
手
町
文
化
祭

３２

汐見町長から表彰を
受けられた加藤修代表取締役

ドボコンの様子
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不
当
な
要
求
に
は
　
　

　
毅
然
と
し
た
対
応
を

　
　
月
　
日
（
金
）、
山
吹
ふ
れ
あ

１０

２８

い
セ
ン
タ
ー
で
行
政
を
対
象
と
し

た
暴
力
行
為
へ
の
対
処
法
を
学
ぶ

た
め
職
員
研
修
が
開
か
れ
、
役
場

職
員
や
各
小
中
学
校
の
教
職
員
ら

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

７０　
暴
力
団
な
ど
が
自
治
体
を
狙
っ

て
金
品
や
権
利
を
不
当
に
要
求
し

て
き
た
場
合
、
ま
た
、
役
場
の
窓

口
な
ど
で
理
不
尽
な
要
求
を
さ
れ

　
　
月
９
日
（
水
）、
京
都
新
聞
社

１１
か
ら
府
民
の
消
防
賞
を
受
賞
さ
れ

た
井
手
町
消
防
団
の
綱
田
貞
二
団

長
が
役
場
を
訪
れ
汐
見
町
長
に
受

賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
府
民
の
消
防
賞
は
消
防
や
防
災

活
動
、
人
命
救
助
に
功
績
の
あ
っ

た
団
体
・
個
人
に
贈
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
綱
田
団
長
は
「
先
輩
諸

氏
が
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
功
績

絵本の読み聞かせを行う保護者

　
　
月
　
日
（
月
）、　
月
　
日

１０

１７

１１

１８

（
金
）、
い
づ
み
保
育
園
で
保
護
者

に
よ
る
保
育
士
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
子
ど
も
の
園
で

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
園
児
と
保
育
士

と
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
護
者
は
、
給
食
指

導
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日（
木
）、　
日（
金
）の

１１

１０

１１

２
日
間
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
生

の
職
場
体
験
学
習
が
町
内
の
　
事
16

業
所
で
行
わ
れ
　
名
が
参
加
し
ま

５３

し
た
。

働
く
こ
と
の

　
　
喜
び
を
知
ろ
う

た
場
合
な
ど
の
対
応
方
法
を
学
ぶ

た
め
、
田
辺
警
察
署
生
活
安
全
課

杉
野
課
長
、
組
織
犯
罪
対
策
係
砂

畑
係
長
を
講
師
に
迎
え
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
田
辺
警
察
署
管
内
で

の
実
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
、
そ
の
対
処
法
な
ど
の

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
杉
野
課
長

は
「
１
人
で
悩
ま
ず
報
告
、
連
絡
、

相
談
を
。
ま
た
警
察
に
連
絡
を
。」

と
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
組
織
で

対
応
す
る
重
要
性
を
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

差
別
の
な
い
社
会
の

　
　
　
実
現
に
向
け
て

総会の様子

　
こ
の
う
ち
、
玉
水
駅
前
休
憩
所

「
さ
く
ら
」
に
は
、
井
上
礼
二
君
、

岩
上
さ
く
ら
さ
ん
、
堀
内
祐
芳
さ

ん
、
向
田
仁
君
、
の
４
人
が
訪
問

し
、
配
膳
や
接
客
な
ど
の
業
務
に

挑
戦
し
ま
し
た
。「
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

「
初
日
は
緊
張
し
ま
し
た
が
２
日

目
か
ら
は
色
々
と
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

玉水駅前休憩所「さくら」での職場体験

　
　
月
８
日
（
火
）、
山
吹
ふ
れ
あ

１１
い
セ
ン
タ
ー
で
、
部
落
解
放
・
人

権
政
策
確
立
要
求
井
手
町
実
行
委

員
会
の
第
　
回
総
会
が
開
催
さ
れ

２７

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０　
委
員
会
は
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
人
権
問
題
を
解
決
し
、
差

別
の
な
い
社
会
を
目
指
そ
う
と
、

１
９
８
５
年
に
発
足
し
た
団
体

で
、「
人
権
侵
害
救
済
に
関
す
る
法

律
」
の
早
期
制
定
に
向
け
た
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、

汐
見
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、　
年
度
の
活
動
・
決
算
報

１０

告
や
監
査
報
告
、
人
権
侵
害
救
済

法
の
早
期
制
定
に
向
け
た
基
調
提

案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
部
落
解
放
・
人
権
政

策
確
立
要
求
京
都
府
実
行
委
員
会

事
務
局
長
の
西
島
藤
彦
さ
ん
が

「『
人
権
侵
害
救
済
法
』
制
定
を
め

ぐ
る
現
状
と
今
後
の
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
も
と
、
偶
然
に
も
私
の
代
で
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

受
賞
を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

受賞報告をする綱田団長

長
年
の
活
動
が

　
　
評
価
さ
れ
ま
し
た

放射線測定器を導入

　このほど、放射線測定器を導入し定期的な
測定結果の公表を行うこととなりました。
１、測定場所等について
　施設名
　　①井手小学校 　②多賀小学校　
　　③泉ヶ丘中学校 　④玉川保育園
　　⑤多賀保育園 　⑥いづみ保育園
　測定場所
　　上記施設のグラウンド又は、園庭中央１箇所
　測定開始時間
　　午前１０時から測定開始
　測定頻度
　　月に１回（第１月曜日）
　　第１月曜日が祝日などの場合、直近の平日
　測定方法
　　時定数３０、レンジ0.3、地上高100ｃｍ
2、測定結果の公表について
　測定日当日を基本としホームページに公表
＊お問い合わせは、
　総務課（℡82－6161）まで

保
護
者
の
保
育
士
体
験

職員研修の様子
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小
町
ま
つ
り
開
催

　
　
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
ま
ち

１１

２０

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
井
手
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
川
俊
雄

会
長
）
が
主
催
す
る
「
小
町
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
井
手
町
で
生
涯
を
終

え
た
と
さ
れ
る
小
野
小
町
に
ち
な

ん
で
企
画
さ
れ
た
も
の
。
当
日

は
、
小
町
、
井
手
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
橘
諸
兄
、
中
神
琴
渓
と
い
っ

た
人
物
の
扮
装
者
が
登
場
し
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
き
餅
つ
き
大
会
、
先
斗
町
の
舞

妓
さ
ん
に
よ
る
踊
り
披
露
が
行
な

わ
れ
、
子
ど
も
向
け
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
大
会
、
美
人
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
小
町
に
あ
や
か
り
ア
ロ
マ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
美
人
教

室
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
教
室

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
竹
炭
を
活
用
し
試
作

し
た
「
椿
坂
大
福
」
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
城
陽
市
か
ら
木

津
川
市
へ
と
続
く
山
背
古
道
全
行

程
　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く
「
山

２３
背
古
道
と
こ
と
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
っ

と
コ
ー
ナ
ー
（
休
憩
所
）
の
１
つ

と
し
て
椿
坂
で
は
、
と
ん
汁
の
販

売
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
一
休
み

し
な
が
ら
、
小
町
ま
つ
り
の
催
し

を
見
物
す
る
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
今
年
で
　
回
目
と
な
る
今

１７

回
は
、
約
５
６
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

元気にもちをつく子どもたち

椿坂大福のふるまいの様子ウォーキング客で賑わう椿坂

▼

　１０月１９日（水）、井手町老人クラブ連絡協議会グラウンド・ゴル
フ同好会（宮本操会長）の第20回町長杯争奪グラウンド・ゴルフ大
会が玉川砂防公園で開催されました。玉川砂防公園には、休憩所・ト
イレが設置されており、他施設に関しても順次設置予定です。
　大会には64名が参加し、慣れない芝に苦戦しながらも優勝を目指
すとともに、参加者同士の親睦も深めました。大会結果は次のとお
りです。（敬称略）
　優勝　横田 竹治　　準優勝　平間 慶造　　第３位　篠田 博晴

▲
　10月31日（月）、玉川保育園
で秋まつりが行なわれ全園児94
名が参加しました。エコ井手創造
プロジェクト（奥田武彦代表）に
よりポップコーン、綿菓子がふる
まわれたほか、国民文化祭マス
コットキャラクターまゆまろの手
作り神輿を園児は元気に担いでい
ました。

▲
　10月24日（月）、多賀小学校で、25
日（火）井手小学校で、地震に強い安心
安全のまちづくりを学ぶための出前講
座が行われました。授業では、ＤⅤＤ
により地震対策を学び、起震車で揺れ
を体験、また家の模型を作り、柱と柱の
間に「筋交い」を入れた家と入れていな
い家との揺れ方の違いを学習しました。

▲
　10月20日（木）、田辺警察署・
綴喜交通安全協会井手支部・役場
職員計１２名が下玉川橋で通り過ぎ
る車にシートベルト・チャイルド
シートの着用を呼びかけました。

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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子育て支援センターからのお知らせ
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土金木水火月日
17161514131211

人形劇
（玉川保育園遊戯室）

ぴよぴよ広場
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

＊hughug＊
（支援センター）

24232221201918
休日

さんさん会
（支援センター）

＊hughug＊
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）

31302928272625
休日休日休日

7654321/1

休日休日休日休日

１４１３１２１１１０９８
とことこ広場

（支援センター）
さんさん会

（支援センター）

 子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
代　　　　表：林     （携帯電話　０８０－１４５１－１８２２）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
代　　　　表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
代　　　　表：吉岡　（携帯電話　０９０－３９２６－７８７７）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）【0歳～1歳位の親子】
代　　　　表：丸山　（携帯電話　０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表まで連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
　　★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
　　★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 
　　　利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども
　　　　　利用料金：３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 
利用料金：　　　　　３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 
　　※お問い合わせは子育て支援センター（℡82-2232まで）

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】
★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時

12・1月の事業　時間：午前10時～正午

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（村田忠文運営委員長代理）

まちづくり協議会団体紹介

　バレー・バスケットボールなどのスポーツのみならず、しめ

●ＯＰＥＮ　午前９時～午後５時
　　　　　　　（冬季は午後４時）
●休館日 　 火曜日・金曜日の祝日
　　　　　　夏季、年末年始　

日時：１２月１６日（金）午前１０時１０分～１１時
場所：玉川保育園遊戯室
演目：「このハコなあに？」「びんぼう神とふくの神」
対象：３歳から

プロの人形劇団がやってきます

　
平
成
　
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

24

　
平
成
　
年
２
月
に
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
と
し
た

２４

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

縄づくりや農作業などのふ
るさと体験を通して、こど
もたちの健全育成や体力増
進をはかります。　

なぎなた教室の様子

※お問い合わせは、まちづくり
　協議会事務局（℡82-6162）まで
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禍

花

稼

苛
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山
城
北
医
療
圏
に
お
け
る

年
末
年
始
の
小
児
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
休
日
・
時
間
外
に

お
け
る
小
児
救
急
医
療
体
制
は
左

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

備　考時　間　帯病　院　名月日　曜日

　※通常どおり

　※年末年始

　※通常どおり

　午後６時～翌日午前８時

　午前８時～翌日午前８時

　午後６時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

田辺中央病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

１２／２８（水）

１２／２９（木）

１２／３０（金）

１２／３１（土）

１／１　（日）

１／２　（月）

１／３　（火）

１／４　（水）

　小児救急医療体制（年末年始）

時　間　帯病　院　名曜日

　午後６時～翌日午前８時

　午前８時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

田辺中央病院

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（祝）

　小児救急医療体制（通常）

【人権標語】

　やさしさの　心の花を　育てよう　

      井手小学校４年　乾ひかりさん

【人権啓発ポスター】

多賀小学校１年　岩城優心さん

井手町人権啓発コンクールの作品から
　“人権（命）の大切さ”を「ポスター」と「標語」で表現した第８回井手町人権啓発

コンクールの応募作品を紹介します。

　作品から伝わってくる人権に対する純粋な気持ちにふれることにより、一人ひとり

の心に訴えて、『人権の芽』を大きく育て、すべての人々の人権が尊重され相互に共存

し得る平和で豊かな社会（井手町）を築きましょう。

泉ヶ丘中学校３年　古川美野里さん

　
ま
た
、
休
日
応
急
診
療
体
制
は

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

京
田
辺
市
休
日
応
急
診
療
所

開
設
日
／

　
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、　

　
年
末
年
始（
　
月
　
日
～
１
月
３
日
）

12

31

いじめから　本当の笑顔は　生まれない

　   泉ヶ丘中学校１年　小林昇一さん

診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科

受
付
時
間
／
午
前
８
時
半
～
午
後

　
２
時
半

電
話
／
０
７
７
４
‐
６
３
‐
２
６
６

(

２
　
 応
急
診
療
所
開
設
時)

 

八
幡
市
立
休
日
応
急
診
療
所

開
設
日
／

　
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、　

　
年
末
年
始(

 　
月
　
日
～
１
月
３
日)

 

12

31

診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科
・
歯
科

受
付
時
間
／
午
前
　
時
半
～
午
後

11

　

(
５
時
半
 診
察
は
正
午
か
ら
で
す)

 

電
話
／
０
７
５
‐
９
８
３
‐
３
０
０
１

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
℡
８
２
‐
３
３
８
５
）
ま
で

京田辺市休日応急診療所八幡市立休日応急診療所
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※
お
問
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
℡
　
‐
６
１
６
１
）

８２

ま
で放

置
竹
林
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
田
や
畑
、
竹
林
な
ど
の
農
地
で
放
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
景
観
上

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
有
さ
れ
て
い
る
方
が
、
責
任
を
持
っ
て
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
竹
林
整
備
や
草
刈
り
等
の
農
地
の
こ
と

で
の
ご
相
談
は
、
産
業
環
境
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１２

１４

２８

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
１
月
７
日
（
土
）

１２

１７

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

２４

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１６

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午

１２

２０

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
　
―
６

８２

１
６
４
）
ま
で

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
水
道
凍
結
事
故
が

１２
多
発
し
ま
す
。

　
気
温
が
氷
点
下
（
特
に
冷
え
込
ん
だ
早
朝
）
に

な
る
と
水
道
管
内
の
水
が
凍
り
出
な
く
な
っ
た

り
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

【
水
道
管
の
凍
結
に
備
え
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
下
さ
い
。】

①
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材

や
布
き
れ
な
ど
を
巻
く
。

②
蛇
口
か
ら
微
量
の
水
を
出
し
て
お
く
。（
そ
の
水

を
バ
ケ
ツ
や
浴
槽
に
溜
め
る
な
ど
、
有
効
利
用
し

て
下
さ
い
。）

【
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
】

　
も
し
凍
結
し
た
と
き
は
、
蛇
口
の
上
に
タ
オ
ル

や
布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
な
ど
し
て

解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

　
急
に
熱
湯
を
か
け
た
り
す
る
と
、
ひ
び
割
れ
や

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
】

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水
栓
を
し
め
、

町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
店
に
修
理
を
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡
　
‐
６
１

８２

６
９
）
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
南
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

（
京
都
弁
護
士
会
）

日
時
／
１
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

１３

　
　
　（
予
約
制
、
お
一
人
　
分
以
内
）

３０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
京
都
府
南
部
市
町
村
で
一
斉
に
無
料
法
律
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

冬
の
節
電
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
夏
、
み
な
さ
ま
の
節
電
の
お
か
げ
で
、
電
力

不
足
を
回
避
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
の
お
願
い
に

な
り
ま
す
が
、
今
冬
も
、
節
電
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
冬
も
、
電
力
の
使
用
が
多
く
な
る
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
９
時
に
、
電
力
不
足
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
関
西
電
力
に

よ
れ
ば
、
厳
冬
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
は
、
需
給

状
況
が
非
常
に
厳
し
い
場
合
（
需
要
予
測
が
　
％
９７

以
上
）
も
予
想
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
際
に
は
、
緊
急
的
に
さ
ら
な
る
節
電
の
取
組

の
お
願
い
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
は
夕
方
に
電
力
消
費
が
高
く
な
り
ま

す
の
で
、
特
に
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
の
節
電

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
願
い
す
る
節
電
対
策
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
）

◇
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
下
げ
る
。

※
暖
房
な
ど
の
控
え
過
ぎ
に
よ
る
体
調
不
良
な
ど

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
部
屋
の
暖
気
を
逃
が

　
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◇
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す
。

◇
テ
レ
ビ
は
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、
必
要
な
時
以

　
外
は
消
す
。

◇
冷
蔵
庫
の
冷
気
の
設
定
を
見
直
し
、
扉
の
開
閉

　
時
間
を
減
ら
し
、
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

◇
電
源
を
切
る
と
き
は
主
電
源
か
ら
。
使
わ
な
い

　
機
器
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

※
今
夏
に
お
願
い
し
て
い
た
節
電
の
時
間
帯
（
午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時
）
よ
り
も
時
間
帯
が
長
く

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
ご
注
意
を
!

　
寒
い
季
節
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、
火

災
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
暖
房
器

具
に
よ
る
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
就
寝
前
や
外
出
前
に
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

　
ま
し
ょ
う
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
必
ず
火
を

　
消
し
、
さ
ら
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た

　
が
確
実
に
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
や
、
物

　
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使
用

　
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
　
予
防

課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消

６３

防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
申
し
込
み

受
付

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
～
　
日
（
木
） 

１２

１４

１５

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
付
／
住
民
福
祉
課

　
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
６
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
の
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

１２

講
座
・
教
室
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平
成
　
年
度
井
手
町
建
設
工
事
等

２４

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

（
１
）
受
付
種
別
　

　
●
町
内
業
者

　
　（
土
木
・
建
築
・
舗
装
・
水
道
・
電
気
・
そ
の

　
　
他
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
、
一
般
廃
棄
物
）

　
●
町
外
業
者

　
　（
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
）

（
２
）
有
効
期
間
　

　
●
町
内
業
者
　
　
　
　
　

　
　
１
年
間
（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）

２５

３１

　
●
町
外
業
者

　
　
２
年
間
（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）

２６

３１

（
３
）
参
加
申
請
受
付
期
間
　

　
平
成
　
年
１
月
５
日
（
木
）
～

２４

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
火
）

２４

３１

（
４
）
作
成
要
領
配
布
期
間
　

　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
月
）
～

２３

１２

１２

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
火
）

２４

３１

※
作
成
要
領
に
つ
き
ま
し
て
は
、
井
手
町
ホ
ー
　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
５
）
期
間
中
の
受
付
日
時
　
　

　
平
日
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
ま
で

　
受
付
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

（
６
）
受
付
場
所
　
　
　

　
井
手
町
役
場
　
西
別
館
１
階
　
第
１
会
議
室

（
７
）
問
合
せ
場
所
　
　

　
〒
６
１
０
‐
０
３
０
２

　
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
井
手
小
字
南
玉
水
　６７

　
井
手
町
役
場
　
建
設
課
（
３
階
）

　（
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
６
１
６
７
）

８２

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２２

《
手
芸
教
室
（
あ
み
も
の
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１２

１２

１９

２６

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
手
芸
教
室
（
ネ
ッ
ク
レ
ス
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
火
）　
　
　

１２

１５

２０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１２

２２

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１２

１７

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館
（
℡
　
‐
８２

５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
お
楽
し
み
ク
リ
ス

マ
ス
会
・
ほ
ほ
え
み
会
と
合
同
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１２

２１

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６５

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２０

だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

 

　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

１２

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
１
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・
消
費

生
活
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

１９

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

１３

２７

　
　
　
１
月
　
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

１３

２７

　
　
　
１
月
　
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２ 各

種

相

談

健

康

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部（℡075‐211‐3471）または、
　宇治地域事務所 （ ℡ 44‐7139）　まで

平成２３年度自衛官等募集案内

１　募集種目及び試験期日等

資　格試験期日受付期間
募集
種目

平成２４年４月１日現在、１５歳以上１７歳未満（平成７年４月

２日から平成９年４月１日までの間に生まれた者）の男

子で中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者

（平成２４年３月に中学校卒業又は中等教育学校の前期課

程修了見込みの者を含む）推薦については中学校長又は

中等教育学校長の推薦等が別途必要です。

平成２４年1月7日～9日
までの間の指定する1日

11月1日～
12月16日

推薦

陸上自衛隊
高等工科学
校生徒 １次：平成24年1月14日

２次：平成24年1月28日～
31日までの指定する1日

11月1日～
平成２４年1月6日

一般
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ぐ
灰
」　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
 友
紀

「
徒
然
草
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」　
酒
井
 順
子

「
吉
田
キ
グ
ル
マ
レ
ナ
イ
ト
」 
          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
 俊
太
郎

「
夢
違
」　
　
　
　
　
　
　
　
 恩
田
 陸

「
さ
ざ
な
み
の
国
」        勝
山
 海
百
合
 

「
負
け
ん
と
き
ー
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
満
喜
子

の
種
ま
く
日
々
上
・
下
」
玉
岡
 か
お
る

「
外
事
警
察
　
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
：
ジ
ャ
ス
ミ

ン
」  　
　
　
　
　
　
　
　
　
 麻
生
 幾

児
童
書

「
が
っ
こ
う
い
こ
う
ぜ
！
」　
山
本
 孝

「
狂
言
え
ほ
ん
　
う
つ
ぼ
ざ
る
」　
　
　

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
１
月
の
休
館
日

１２
　
月
５
・
　
・
　
・
　
～
　
日

１２

１２

１９

２６

３１

１
月
１
～
４
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１６

２３

２６

３０

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１２

一
般
書

「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ー
に
降
り
そ
そ

　
　
 
 

　
西
村
 繁
男

「
ど
こ
い
っ
た
ん
」

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン

「
み
ず
い
ろ
の
マ
フ
ラ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 松
成
 真
理
子

「
ツ
チ
ノ
コ
温
泉
へ
よ
う
こ
そ
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
 聖
子

　
月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）
１
月
　
日
（
土
）

１２

１０

１４

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）
１
月
　
日
（
土
）

１２

１７

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
ゆ
か
い
な
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
！
？
》

　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
　
分
～
　

１２

１５

１０

１５

１１

時
ま
で

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会
室
に
て

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
》

１
月
　
日
（
土
）
～
　
日
（
日
）

１４

２２

※
対
象
の
方
に
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。

小説 平清盛
高橋 直樹
天下は、１本の矢だけでは動
かない。時代の潮流は、平清
盛と源頼朝をどこへ押し流す
のか？　「生粋の武士」であり、
そして「最期の武者」であっ
た清盛の熱情と哀情を描き出
す。

これでおしまい
佐藤 愛子
ノゾキの話、「知的人間」の話、
「ボケ」話…。いよいよ「け
ったい」なこの時代、納得
も悟りもしない佐藤愛子が、
最後のケリをつけます！　
『オール讀物』連載を単行本化。

さんかくサンタ
tupera tupera
さんさんさんかく、さんかく
サンタ。まん丸ふくろを背中
に背負って、四角いお家に入
っていった…。三角、丸、四
角で展開する、リズミカルで
愛らしいクリスマス絵本。

不思議でこわ～い都市伝説
藤田 晋一
現代にひそむ都市伝説、あな
たのまわりの学校伝説、おそ
ろしい妖怪伝説、おどろきの
不思議伝説…。背筋がゾゾ
ゾ～っと、寒くなるような、
とっておきのあやしい都市
伝説を紹介。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
カ
ラ
期
間
っ
て
な
ん
で
す
か
。

Ａ
．　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
　
年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

20

60

40

金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、

　
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

65　
と
こ
ろ
で
、「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
加
入
期
間
が
数
年
足

り
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
深
刻
な
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、　
年
以
上
公
的
年
金
制
度

25

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
　
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ

25

期
間
」（
合
算
対
象
期
間
）
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
期
間
は
、　
年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

25

に
は
反
映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期
間
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ

の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、
原
則
、
昭
和
　
年
４
月
以
後
の
　
歳

36

20

以
上
　
歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任

60

意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
昭
和
　
年
３

61

月
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
、
②
平
成
３

年
３
月
ま
で
の
学
生
、
③
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
　
年
61

３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間
も
カ
ラ

期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ

て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調

査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、　
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

25

方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
住
民
福
祉
課
に
そ
の
旨
を
申
し

出
て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に
　
年
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方

25

は
、　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

60

70

者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
加
入
者
に
は
免
除
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
住
民
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで
し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

～ゴミの減量化にむけて⑮～

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１２月２０日

１月１０日
１２月２２日１２月１５日１月５日－火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
１２月１３日
１２月２７日

１２月２３日１２月１５日１月６日－月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
１２月１４日
１月４日

１２月２２日－１月５日１２月１５日火・金曜日上 井 手 区

水曜日１２月２１日１２月２２日－１月５日１２月１５日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨１２月２０日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月２１日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪１２月２２日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月２３日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬１２月２６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭１２月２７日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮１２月２８日

　◎ごみ収集車の火災が多発しています
　ボンベ缶や乾電池等の分別、出し方が守られていないため、ごみ収集車の火災が多発しています。
○カセットコンロは、ボンベ缶や乾電池を取り外してください。
○カセット式ボンベ缶、スプレー缶は必ず使い切り、他の種類のごみと別にして、透明袋に入れて、その
　他の日に出してください。（穴を開ける必要はありません。）
○乾電池は他の種類のごみと別にして、透明袋に入れ、カンの日に出して下さい。（充電式の電池、ボタン電池
　は収集できませんので、購入したお店などで相談してください。）
○石油ストーブは、燃料を使い切って（空にして）からその他の日に出してください。（50ｃｍを超えるも
　のについては、粗大ゴミとなりますので、事前にお申し込みください。）
○危険物・処理困難物（薬品・農薬・灯油・ガソリン・オイル類・ペンキ類・火薬類・ＬＰガス等のガスボンベ・
　消火器・バッテリー等）は収集できません。販売店などにご相談ください。

★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（ 12月11日～ 1月10日）



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

日12/11
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月12
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火13
発達相談（完全予約制・ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、いづみ人権交流セン
ター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水14

ゆかいなマジックショー！？（午前１０時１５分～１１時、山吹ふれあいセン
ター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

木15

太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金16
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土17

日18
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀
泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

月19

ほめ方教室（午前９時半～１１時、子育て支援センター、要予約）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

火20

生き生きふれあいサロン【お楽しみクリスマス会・ほほえみ会と合同】
（午前１１時半～、玉泉苑）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）

水21

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木22

天皇誕生日金23
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土24

日25
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月26
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火27
役場仕事納め（１２月２９日～１月３日まで閉庁）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水28

年末年始のし尿臨時収集について
　年末の臨時収集（有料）の予約は、受付け件数に限りがありますので
お早目の予約をお願いします。
　また、収集もれの場合は、収集口から確認の上、翌日（翌日が土・日・祝
日の場合は翌開庁日）に連絡してください。
　連絡は、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで

木29

金30

土31

元旦日1/1
振替休日月2
図書館は、１２月２７日（火）～１月４日（水）まで休館します。火3
役場仕事始め水4
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木5

金6
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）

土7

井手町消防出初式（午前１０時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日8
成人の日
井手町成人式（午前１０時～、自然休養村管理センターホール）月9
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火10

出張徴収
【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 12月11日～ 1月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

篤 志 季  哩  子 
き り こ

梶 田井手

純 人 創  志 
そう し

 岡多賀

豊 広 蒼  生 
あお い

西 島井手

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

〈
婚
姻
〉

妻夫住所

吉 田　 純子西田　 保幸多賀

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）


